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三田市立幼稚園再編計画（案）説明会概要   【高平小学校体育館：出席者数：６７人】 
日時：10 月 10 日（土）15：30～18：00 

発言者 出席者の主な発言 市の回答（概要） 

Ａ ①私は中学校の再編について地域の代表で参加させていただいてお

り、昨年度、市長とのほっとトークで中学校の再編の最高執行責任

者は誰かと市長に確認した際、「最高執行責任者は教育長である。」

と聞いています。今回の幼稚園の再編計画の最高責任者は市長では

ないのですか。この場に部長しか来られていないのはおかしいので

はないですか。中学校の説明会については教育長が礼を尽くされ、

地域の皆さんに説明されたのであるならば、最高責任者である市長

が来て説明するべきではないですか。 

今回の件に関しましても、私は区長もさせていただいていますが、

再編計画案について、区長として事前に聞いておりませんでした。

区長会をとばして話を進めてしまうような礼を失したことをするな

らば、今回の説明を聞く必要はないと考えています。また、台風に

よって説明会が延期になった場合のお知らせは、なぜ区長会を通じ

て連絡をされたのですか。区長会は小間使いではありません。本来

であれば、市が個々に参加されるであろう人々に連絡するべきでは

ないですか。区長会への事前説明もなく「伸びゆく三田」に計画案

を載せるなどの失策、手続き上の不行き届きがあるような説明会に

は参加できません。 

私はこの場で散会を提示したいと思います。私はこれで帰らせて

いただきます。 

①我々は、自治会や区長会の方々を小間使いなどとは一切思っておらず、市にと

っての大切なパートナーと考えています。 

台風での説明会の延期等についても、地域にとって大切な話の場を、天候によ

ってどうなるのか心配されているだろうと思い、自治会・区長会の皆様に連絡を

させていただきました。この説明会については、市内からどなたでも参加いただ

ける会ですので、対象の方を特定することは難しく、市のホームページ等に掲載

することで対応しておりました。延期ということであれば、職員が会場に参りま

して、来られた方々にご説明させていただく体制もとっていました。 

市長がこの場にいないことについては、この計画が一旦案ということで、これ

から皆様のいろんなご意見を伺いながら、課題整理等が必要になってくるかと思

います。ある程度、課題整理ができる中で、市長が出席できる場面ができるかど

うかを検討させていただきたいと思います。 

まだ計画案の段階ということで、部局の責任者である部長の私が責任をもって

対応させていただきますので、説明会を始めさせていただきたく、ご理解願いま

す。議会に説明する際にも、場合にもよりますが、部長が責任をもって説明する

場面もあります。役割分担という中で説明させていただきますので、ご理解をよ

ろしくお願いします。 

Ｂ ②今日のこの説明会は誰が開催しているのですか。 ②三田市です。 

③三田市とは市長が開催しているのですか。この説明会は条例の中

で何に位置づけられるものとして開催しているのですか。これは市

民参加条例第８条でいう「市民意見を聞く手続きとしての意見交換

会」として開催しているのですか。 

③市民参加条例の中の意見交換会に該当するものと考えています。 

④それを開催できるのは、市長と教育委員会と選挙管理委員会と監

査委員会と公平委員会と農業委員会と固定資産評価委員会だけです

が、そのうちの誰が開催しているのですか。 

④そのうちでは、市長ということになります。 
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 ⑤市長が開催していて、市民参加条例に書いてある意見交換会だと

理解したらいいですね。 

⑤はい、そのとおりです。 

Ｃ ⑥ほっとトークに参加した際、今日は１時間で切りますと言われて、

本当に１時間で切られてしまいました。今日これだけ参加者がいる

中で、予定の２時間では終わらないと思いますが、その場合はどう

するのか。延長はあるのか、日を改めるのかということを聞きたい

です。議論を尽くしたいというのであれば、時間がきたから終わり

というのはやめてほしいというのが、市長とのほっとトークのとき

の私の学びです。そこはいかがですか。 

⑥当然議論を尽くしたいというのはおっしゃるとおりですが、エンドレスという

わけにもいきませんし、参加者の皆さんの中には、この後ご予定のある方もいら

っしゃるかもしれません。一旦は目標として２時間とさせていただき、その中で

意見が出せないということであれば、改めて場を設ける必要もあるかと考えてい

ますし、それまでにメールや文書でご意見をいただくことも可能かと思います。 

⑦この計画について年内に決着したいという思いがあり、12 月若し

くは１月の市議会に通すということを噂で聞いたが、これが本当な

ら、先ほどの「議論を尽くす」という言葉は信じ難いと思います。 

ゴールが決まっている中で「市民との意見交換会」と言われても

納得できないが、今の説明であれば市議会ありき、ゴールありきで

はないと理解していいですか。 

 

⑦年度内にということについては、確かにそのような形で申しあげている部分は

ございます。ただそれは、できればということで、計画案にお示ししている予定

時期に認定こども園をつくり、いろいろな取り組みをしていくためには、年度内

に内容が固まることが必要になるという逆算のもとで申しあげています。 

幼稚園の課題は非常に待ったなしの状況で、できるだけ早く課題解決をしてい

きたいとの考えから、最短で可能な時期をお示しする中で、年度内とお伝えして

います。 

⑧幼稚園が高平から無くなったら、次は間違いなく小学校の統廃合

だと思っています。中学校再編のときに、まずは中学校で、次は小

学校という話がありました。当然、高平幼稚園が無くなれば、次は

小学校と私はそう思っているし、そう思っている立場から意見を言

わせてもらうこともご理解ください。 

 

Ｂ ⑨次回の子ども審議会は何月何日の開催ですか。 ⑨子ども審議会の開催予定については、今のところ未定です。 

⑩先ほどこの会は市長が開催する市民参加条例によって開催してい

る会だと認められましたが、市からこの幼稚園の再編計画が、市に

とって重要な計画であるということを認めていただけたのはこれが

初めてです。今までは「パブリックコメントはとりません」、「説明

会は誰がやるかわかりません」という答えだったので、まちづくり

基本条例で定める市にとって重要な計画であると認めてもらえてい

なかった。 

それを今認めたということは、これは子どもにとって総合的かつ

計画的な市にとっての重要な問題であるということを同時に認めた

ことになるので、子ども審議会において審議されなければならない

⑩この再編計画案についても条例に基づいて、適正に過去から審議を積み上げて

きています。ここでどの条例に適合してというようなことは、あえて差し控えさ

せていただきますが、少なくとも市としては条例に基づいて適正に議論を積み上

げて、今ここに至っています。 

先ほどの子ども審議会での審議については、再編計画について意見が出たり、

情報提供をしていることはありますが、基本的には別の枠組みの中で、教育委員

会のときからずっと議論してきています。子ども審議会の中でも認定こども園化

をするというような位置づけもあったと思いますが、その中ではどこの幼稚園を

統廃合するとか具体的な議論は行っていません。 

そういう意味では、今回この計画案にたどり着いた経緯というのは、子ども審
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事項になったということを意味すると思うが、そう認識しないので

すか。それとも子ども審議会を通さずに、ここだけで終わらそうと

する計画ですか。 

議会とは別の教育委員会からの附属機関の審議や答申、教育委員会の中での基本

方針の策定、部局が補助執行ということで市長部局に移りましたが、市長部局の

中でも議論して、今現在に至っています。もっと言うと教育振興基本計画の中で

議論して、その流れの中で今日に至っていますので、子ども審議会の中での議論

とは別立てで動いているということはご理解いただきたいと思います。 

Ｄ ⑪皆さんに聞くと、この計画案について「伸びゆく三田」で初めて

知ったという人が多いです。幼稚園を認定こども園にするというよ

うなことは、そこに通わせている保護者やＰＴＡ、地域でこれから

幼稚園に行かそうとしている人や私のように移住を促進している

人、そういった人や住民と一緒に考えていくことはできなかったの

ですか。教育委員会が考えたというが、なぜそこに至るまでに、も

っと手前から住民が参加できないのですか。そのあたりをどう考え

ていますか。 

⑪今まさにこの再編計画案について、市内７地域で説明会をさせていただいてい

ます。皆さんにご参加いただき、いろいろな意見や思いを聞かせていただくのが

今の時期であり、この場であるとご理解いただきたいと思います。 

それ以外にもパブリックコメントで、広く皆さんの意見をいただく機会を予定

していますので、その中でご意見いただけたらと思います。 

また、基本方針や教育振興基本計画の際にも審議会の中には市民の方も参加し

ていただいており、パブリックコメントを実施し、いろいろな意見を伺いながら

作ってきた経緯もございます。今はまだ計画案の段階ですので、広く皆さまの意

見をいただきたいと思います。 

Ｅ ⑫説明を聞かせてもらって、明らかに高平の過疎地域の切り捨てと

しか思えないです。人数と言われていますが、三田市全体として過

疎地域をどうしていくのかという前向きな発想が一つも見えてこな

いです。郷づくり協議会など、若い人を地域に呼ぶ活動をされてい

る人がいます。そういう方と一緒になって、地域をどのように活性

化させていくのかという発想が欲しいです。執行責任者である市長

が全体を把握されていると思いますので、幼稚園の問題ではなく、

全体的に活性化させていくというようなことを常に話し合っていた

だきたいと思います。 

幼稚園、小学校がない地域に若い人は引越ししてきません。私も

幼稚園、小学校がないところは除外します。ＮＰＯ法人など、そう

いう活動をされている方と一緒に子ども・未来部だけの問題ではな

く、全体的な問題として話し合っていただければと思います。その

延長線上で、幼稚園の問題も自然とみんなの意見交換の中で固まっ

てくると思います。 

この説明会で終わるのではなく、次回はぜひ市長に出席していた

だいて意見交換の場としてもらいたいと思いますがいかがですか。 

⑫幼稚園の問題ではなくて、地域全体の問題であると、人口がどんどん減少して

いく中で、いかに地域の活性化を図っていくのかということは大変切実なお話だ

と思います。確かにその部分につきましては、市全体で取り組んでいかなければ

ならない問題ですし、地域とも連携していかなければならない問題です。 

今現在人口が少なくなる中で園児数が少なくなり、教育環境として少人数であ

ること自体が問題であるということで、今回提案させていただきました。少人数

の地域であっても、ひとつにまとめて適正な集団規模を確保することで、幼児教

育の環境として高めていける。そして、通園の手段なども組み合わせることによ

って、地域にお住まいになりながら幼稚園に通っていただいて、そこで幼稚園と

しての教育を受けていただけるということで今回提案させていただいています。 

ただ、おっしゃることにつきましては、そのとおりですので、意見として持ち

帰らせていただきたいと思います。 

市長の出席に関しましては、先ほど部長が申しあげたとおりでございます。そ

のあたりにつきましても、ご意見を持ち帰りまして伝えていきたいと思います。 

Ｆ ⑬私は高平に住んで 40 数年になります。確かに志手原よりは交通の ⑬志手原ありきでは納得できないというご意見でした。これはあくまで案という
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便は悪いですが、高平は自然がいっぱいで、地域の子どもたちを地

域の人たちが育てるという取り組みをしています。 

私としては志手原幼稚園ありきでは困ります。これは、ここにい

る高平住民、みんな一緒だと思います。志手原ありきでは多分、母

子、小野、高平は納得できません。 

高平は確かに交通の便は悪いですが、団地もできて、高平の良さ

を知って引越しして来られている方も大勢います。そして、親元で

一緒に暮らそうということで、Ｕターン組もたくさん増えています

ので、高平幼稚園、小学校は人数的には横ばい状態です。 

先ほどの話の中で、志手原幼稚園は交通の便が良いからというこ

とでしたが、志手原から高平までは、バス、車で 10 分です。そんな

に不便なところですか。私は不便だと思っていません。私個人の意

見ですけれども、何もかも市街地に近いところで幼稚園や小学校を

つくる必要はないと思います。 

財政的に苦しいのであれば、見直しも必要ですが、田舎にこんな

環境の良いところがあるのに、それを潰してしまうのはとんでもな

いことです。 

私の希望としては、高平幼稚園、高平小学校を田舎にあるモデル

校として残していただきたいと思っています。そして、ニュータウ

ンや市内の幼稚園や小学生と交流をもつ、これこそが三田市が唱え

ている田園文化都市ではないのですか。 

子どもたちのことを一番に考えること、幼児教育を大切に考える

ことこそが三田市の未来につながると思います。三田市は子育てし

やすいまちを一番にうたっています。私の子どもも三田が住み良い

ということで、ここでずっと生活していますけれど、その子どもた

ちの想いを裏切らないでほしいです。そして、高平のこの親たちの

想いを踏みにじらないでほしいです。 

ことでお示ししており、いろいろな想い、ご意見等をいただきたいと思っており

ます。そして、今言っていただきました高平の良いところ、その良さを生かした

幼稚園、確かにそういうことも言えるのかなというふうにお聞きしていました。 

今回の再編計画案につきましては、今の課題を解消していくための方策として

ご提案させていただきました。今回、ご意見をいろいろお聞かせいただいている

ところですので、持ち帰らせていただきたいと思います。 

Ｇ ⑭言葉の教育に仕事として関わっていますが、教育環境に課題があ

るという根本的なところで、それはどこから出てきた、どういうデ

ータに基づいて言われているのかというのをお尋ねします。特に人

数です。論文をいくらか読みましたが、人数よりも他の要因が非常

に大きい。教育機関なども出していますが、自分の子どもを通わせ

ていても、少人数であればあるほど発話の機会は増えますので、子

⑭私はこれまで幼稚園の教育に携わってきています。データというものはなく、

私自身がこれまでの経験していく中で感じていることを少しお話させていただき

ます。 

少人数の中でも、子どもたちは伸びる芽をしっかり持っていますので、環境を

整えることで、子どもたちはどんどん伸びていきます。しかし、子どもたちの育

ちにとって、ある程度の集団というのは必要だと感じています。 
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どもが小さければ小さいほど、言葉の教育は少人数のほうが良いと

いうデータも結構あります。 

例えば、認定こども園になって一日中子どもが幼稚園にいるとい

うことになれば、親とはあまり発話できないですよね、会話できな

いわけです。そういう子を預かる場合は、よりきめ細やかな少ない

人数での教育が必要になるはずなので、今の高平の規模で十分であ

ると私は思います。人数が増えるのであれば先生方を増やしていた

だく。長い間預かってほしいという親のニーズもありますので、そ

れをこの場所でどう実現するかということを考えていただくべきだ

と思います。 

前半の教育理念や教育環境の部分の説明がはっきりいって薄いで

す。後半の効率的なとか長く保育をするというところのポイントは

よくわかるのですが。子どもにとって人間関係を作るいろんな機会

が少ない、いろんな人と出会う機会が少ないというのは、一体どこ

からデータとして出てきているのですか。少なくとも、高平幼稚園

では、多様な年齢の人が幼稚園教育に関わっています。今も子ども

たちは外で小学生と幼稚園の子どもや、もっと小さい子どもも交じ

って、もうすでに顔見知りなのです。それで遊んでいるわけですが、

そういう関係性がなぜ作られているのか。 

幼稚園の先生方は、遠慮して市にあげる幼稚園の評価のレポート

でもご自身たちがやられていることをすごく簡単にしか書いてない

ですが、実は本当にすごい教育がされていると感心して見ています。

是非それが続けられるような仕組みを考えていただきたいと思いま

す。 

端的に言うと、教育環境が課題であるというのは一体どこのエビ

デンスなのかということです。 

子どもは子ども同士の関わりの中で育っていくことが非常に多いと思います。

友達のしていることを見て、自分もやってみたいという刺激を受けたり、会話を

交わしたい友達がいるから言葉が出て、そこで思いを伝え合う、考え合うという

ような言葉の発達や思考能力の発達に繋がっていくのだと思っています。 

幼児期はいろんなことで刺激を受けて心が育っていく時期だと思います。その

ような時期にいろんな友達がいるということを知る。家庭から離れた子どもたち

が幼稚園に来て、いろんな人がいて、いろんな考えがあるということに触れてい

くことはとても大切だと思っています。その中でいろんな立場を経験するという

ことも大切だと思っています。 

例えば、友達と喧嘩をして、悲しい思いをしたり、またそこに仲介して入って

いくなどいろんな立場を経験することが大事だと思っています。少ない人数であ

ると友達同士の関わりが固定化してしまいがちになるというところが課題だと思

っていますので、ある程度の友達との関わりというのは非常に大切だと思ってい

ます。 

そして、先ほども少しお話させていただきましたが、子どもにとって遊びはす

ごく大切です。幼児期に遊び込む経験というのは、非常に大切だと思っています。 

自分がこれをしたいと思っても、人数が少なすぎると一緒に遊ぶ友達がいない。

砂場で遊びたいと思っても、砂場で遊ぶ友達がいない。鬼ごっこに行きたいと思

って、鬼ごっこの方に移ってしまうと、砂場で盛り上がっていた遊びが途切れて

しまうということが起こりがちになります。子どもが遊び込めるような人数は、

やはり確保していきたいと私自身は考えています。 

 ⑮確認ですが、特に証拠はないということですね。人数に基づいて

いるものはないということですね。 

⑮はい。 

Ｈ ⑯エビデンスがないということなら、保護者のニーズとして、この

人数では幼児教育が不安だから人数が大きいところが良いという意

見は挙がっているのですか。私はこの少人数で幼児教育をしていた

だいたことが本当に良かったと思っています。 

⑯高平ということではないですが、保育所のニーズは高まっていることを感じて

います。実際幼稚園に在籍しているお子さんが、おうちの方がお仕事をしたいの

で、残念ですけれど退園します、保育所に移りますということも今まで何度か耳

にしてきたことがあります。 
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子どもが小学生のときに高平に引越ししてきて、その前は１学年

150 数名、千人規模の小学校に行っていました。そのときには、そ

の他大勢だった子どもが、高平では自分に役割が与えられて、自分

が主体的にできたのが良かったと言っています。自分が主役になっ

て一人一人に役割が与えられる。そういうことは高平幼稚園ででき

ると思いますし、先生方、地域の方、保護者の方が、子どもたちに

そういう経験ができるように保育、教育をされていると思います。

そういう現場を見ずして、人数が少ないのは良くない。エビデンス

もない、ニーズもない、何でこれをやっているのかと思いますが、

そのあたりはいかがですか。 

保護者のニーズに応えていくことで子どもが保護者の就労の有無にかかわらず

通園できる施設というのは、これから必要であると感じています。 

Ｂ ⑰高平の親のニーズの話をしています。三田市一般の話ではなくて、

高平にこの規模で、幼稚園を残してほしいというニーズの話をして

いるので、これに対して答えをお願いします。 

⑰,⑱ご要望ということで、ご意見があったということは持ち帰らせていただきま

す。 

Ｈ ⑱高平で３歳児保育、認定こども園をしてほしい。私はそう思って

いますが、皆さんにそういうニーズがあるとかということをまず聞

いていただきたいです。それをずっと最初から質問された方、地域

の方は皆さんそう言っているのだと思います。 

Ｃ ⑲持ち帰り案件が多いですが、次、いつ、誰が説明してくれるのか。

先ほど、パブリックコメントとおっしゃっていますが、パブリック

コメントが行政の施策に反映された試しがあるのかを知りたい。こ

れまでに結構書いたことがありますが、パブリックコメント出しま

した、一行返ってきました、コミュニケーションではないです。 

ここは非常に重要なところなので、次、いつ、誰が今日持ち帰っ

たことに対して説明されるのか。若しくはそれまでに私たちと話を

するのか。これは今日決めてほしいと思います。 

⑲個人的にどの課長がとか部長がということではなく、市としてご説明を改めて

させてもらいたいと思います。ただ、この場でいつということは、申し訳ないで

すが、お約束はできません。そういう意味で持ち帰りということでご理解いただ

きたいと思います。 

⑳後日、こういう場を設けてくださるという理解でいいですか。 ⑳そういうご要望ということですので、改めて場を設けます。時期については、

各地域、全部回ってご意見を集約し、庁内で市長、教育委員会も含めて場を設け

た中で検討し、お伝えしたいと思います。 

Ｉ ㉑住民ありきの行政だと思うのですが、その住民が大きなショック

を受けるようなやり方ではなく、ショックを与えないやり方をもっ

と考えられないのか。行政は何にフォーカスしているのか、誰にス

ポットを当てようとしているのかが見えてこず、行政サイドのご都

㉑貴重なご意見ありがとうございます。住民の皆様からいろんなご意見をいただ

いておりますので、住民に寄り添った行政、これは当然のことだと思います。 

この幼稚園の再編においては、より良い教育・保育環境を目指しており、三田

市の今の実情、将来を見据えた中では、今の公立 10 園、特に農村部で小規模な園
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合主義というのが目に付くところです。今のやり方はレールを敷い

て行政側の目的地へ突っ走れということしか見えてこない。パブリ

ックコメントありき、オンリーではなく、こういった形で出向いて

いって顔の見える関係で話し合いができたらという思いを持ってい

ます。 

高平幼稚園に預けている保護者、高平幼稚園以外に預けている方

の思い、将来的に高平幼稚園や、幼稚園以外に子どもを預けようと

される方の思い、そんな思いをどこまで行政が掴んでいるのか。高

平の住民に寄り添った行政をお願いしたいというのが一番大きな話

です。 

子どもは地域で育つとよく言われますが、私は地域で育つのでは

なく、地域が育てるという形で今やっています。小学生、中学生、

幼稚園もみんな高平の環境と人が、一日一日、一年一年育てていっ

て大きく成長していっているわけです。地域の中に家庭や園があっ

て、家庭と園を往復していて、そのつなぎを地域が見守って、育て

ていっていると捉えていますので、地域にとって学校・園というの

は重要だと思っています。 

二つ目として、私たちは同志の方と高平を理想郷にしようと一生

懸命活動しています。その理想郷というのは、高平に今いる人間だ

けではなかなか実現できないです。いろんな繋がりがあってこそ実

現できる話で、同じものを見るにしても、違う見方の人間と一緒に

ここで地域づくりをやっていくことに幸せを感じています。 

三つ目としては、幼稚園・保育所・小学校・中学校の人間関係づ

くり。高平幼稚園でいえば、地域の方と一緒に山すその梅を採って

保護者と幼稚園児が梅干を作ったり、大根を抜かしてもらってたく

あんを作ったり、かまどでご飯を炊いてそれを味わうという一般的

な生活ではあり得ないような、ひと昔前の体験もできるのが高平幼

稚園という気がします。 

園に訪れた際に、子どもたちと一緒に遊んだり、見たりしている

と本当に優しく友達思いで、私のことも気遣ってくれて、涙が出る

くらいうれしい幼稚園でした。そんな子どもたちが大きくなってく

れることを楽しみにしています。 

それと人間関係ですが、見えないことと見えることがあります。

が分散してある状況が良くないのではないかということで、再編・統合によって、

認定こども園化、そして適正な規模を維持できるような方向に進みたいというこ

とでご提案しています。そうしようとすれば今のような思いやご意見があること

はおっしゃるとおりだと思います。 

高平幼稚園の今後につきましては、ご提案させていただいているのは再編とい

うことですが、今おっしゃられたような思いは大事にしていかなければならない

と考えています。 

地域との関わりや人間関係も非常に大事なことだと思っていますので、いずれ

の方向に進む場合でも、引き続きしっかりとやっていかなければならないことだ

と考えています。 

たくさんご意見をいただきましたので、持ち帰りさせていただきたいと思いま

す。 
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見えることでいえば、掃除をすることや運動会などがあり、見えな

いことでいえば、例えば何気ない見守りとか、あるいは作物を植え

るのであれば、それ以外に耕したり、植わった後の草引きなど、い

ろんなことがあると思うので、そういったことが園児に影響するの

ではないかと思っています。 

市長とのほっとトークで市長が言われていたが、朝日新聞の「Ａ

ＥＲＡ」で、コロナ後の移住先ランキングで関西では三田市が第３

位に入った。子育ての部分であと３点アップされると三田市が第１

位で３つ並びとなっていたので、子育てにもっと力を入れていくべ

きではないかと思います。ここで子どもたちがこれだけ良い空気と

水と環境と人の中で育てば、本当に良い人間になるのではないかと

思います。 

私の育ったところは、12 軒ほどのところで、近所で遊ぶ子どもと

いえば悪ガキだけでした。市は多い人数の方が良いとおっしゃるけ

れども、３～６人でも決して悪く育っていないと思っているので、

そのあたりの良さも認めていただければ嬉しいです。 

遊びの重要性と書いてありましたが、遊びといっても、業者が作

った道具で遊ぶのではなく、本能に基づく遊び、名前のないような

遊びが大切だということも言われています。 

例えば、泥だんごを作るときに、ぬるぬるした感触やべたべたし

た気持ち、あるいはざらざらとか、そういった感性に訴えるような

遊びも高平では十分に楽しめると思います。 

今後いろんな回答がくると思いますが、考慮していただけたら嬉

しいと思います。 

Ｊ ㉒人数について、小規模や適正人数という話がありましたが、やは

り第一に考えていくのは子どもがいかに安心して幼稚園生活を送っ

ていけるかだと思います。先ほどの話にあったように、遊びたいと

きに一緒に遊べる友達がいないとか、行事のときに人数が足りない

からできないということになってしまうと子どもの悲しい思いに繋

がってしまうし、人数が少なければ少ないで工夫していけばできる

こともあるかもしれないですが、それなりの一定人数がほしいとい

う保護者の考えや子どもの気持ちもある程度あると私は思います。 

高平はすごく良い環境で、皆さんがおっしゃっているように、本

㉒それぞれの幼稚園で特色のある取り組みをしようということで、高平幼稚園に

おいても自然との関わりや地域の方々との関わりを特色として、本当にたくさん

の方々に支えていただきながら、素晴らしい教育をしていると思っています。 

公立幼稚園は小学校の校区、高平でいえば、高平小学校の校区の子どもしか高

平幼稚園には通えなかったのですが、平成 22 年度に園区外からも希望される方は

来ていただけるようになっています。園区外からの受け入れは行っていますが、

これまでニュータウンから高平幼稚園に来られる方は、多いときでも年に１～２

人という状況です。 

そのような状況も踏まえ、これから先のことを考えたときに、今回の案を提案
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当に地域全体が育ててくれるという環境でもあると思います。 

ただし、減ってしまう人数を増やしていくことはどうしてもでき

ないし、移住者を急激に増やして、子どもを増やすということもな

かなか難しいと思います。 

例えば、この地域の特性を生かして、三田市立の「森の幼稚園」

をつくって、市街地から子どもを集めたりする方法はないのかと思

います。自然豊かなところで育てたいという親も多いと思います。

市街地から車で 30 分ぐらいで通える地域なので、親の負担も多くな

く、子どもを自然の中で育てたいというニーズもある程度あるので

はないかと思います。 

この幼稚園をそのまま使うことで市の財政的な負担も少ないと考

えるのですが、そういうところはどのようにお考えですか。 

させていただいていますが、今いただいた意見も参考にさせていただきたいと思

います。 

Ｋ ㉓私は、もともとはこの地域に住んでいましたが、一旦ここを出て、

大阪に住んでいました。そして、大阪からまたここの土地に戻って

きました。それはなぜかというと、自分が育ったところがすごく育

ちやすく、子どもを育てるならこんなところで育てたいという自分

の思いがあったので帰ってきました。 

この中に同級生や同級生のおじさんなど、知った人がいっぱいい

ます。こういった繋がりが持てる地域というのは、高平が三田市の

中で唯一ではないかと私は思っています。そういった地域で幼稚園

を無くしてしまうと、今後この地域に人がいなくなってしまうこと

が一番心配です。 

先ほど市役所の方がおっしゃっていた保護者のニーズとは一体何

ですか。保護者のニーズは子どもが安心して安全で学ぶことができ

ることです。 

本音を言いますと、人数が多いに越したことないですが、人数が

少なくても、その中で子どもは、自分たちの中で自分たちの社会を

見つけて協調性を磨いていくと思います。 

ここの地域の子どもが減ってしまったから運動会ができないとい

うだけではなく、周りの幼稚園を巻き込んで大きな体育大会のよう

なことを開催したり、子どもが少なくなっている周りの地域も協力

して、地域全体を盛り上げていくという活動に持っていった方がい

いのではないかと私は思いました。 

㉓計画案ということでご提示していますので、これに固持するというものではご

ざいません。ただ、再三申しあげている現在の課題を解決するための方策として

ご提案していますので、それを実際に解決していくには、何らかの方策が必要だ

と考えています。 

計画案につきましては、このような形でご提示していますが、その内容につき

ましては、ご意見を踏まえる中で修正する部分や取り込んでいくような部分があ

るということでご理解いただきたいと思います。 

地域の子どもが減る中で、少人数であってもしっかりと育つというご意見でご

ざいますが、確かにそういうことも言えるのかもしれません。私どもとしまして

は、日常の幼稚園の毎日における集団規模はやはり一定の数が必要ではないかと

考えています。 

行事を各園が集合してやればいいのではないかというのも一つのご提案だと思

います。日々の教育、保育の中でどういった集団規模で教育環境を整えていくか

ということで案として申しあげています。 

ご意見等は当然あるかと思いますので、そういったことを含めて、検討してま

いりたいと思いますのでご理解をお願いします。 
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行政の方は、先ほどからも持ち帰りますとおっしゃっていますが、

私は行政をあまり信用していません。いったん決めたことはこうだ

からと窓口で絶対に跳ね返されます。そういう経験がつい最近にも

ありました。「これ何とかなりませんか、子どものために」と窓口に

問いかけましたが、「無理です」と言ったきりです。 

今回のこの案が出て、この状態で認定こども園ができてしまった

ら、その中でしか対応できないことがあります。そこの不具合は、

絶対に市は対応してくれないという不安があります。そこについて

どうですか。 

Ｌ ㉔私はこちらに移住してきました。一番の決め手は自然の豊かさと

ここの地域の人柄、人が本当に優しく受け入れがすごく大らかだと

いうことでした。 

いつか子どもたちがここに帰ってきたい場所であってほしいと思

い移住してきました。そうすることで、ここの人口が増え、豊かな

里山がずっと守れるのではないかという思いもあり、一つの決め手

として移住してきました。 

この間、幼稚園が無くなるという話を聞き、子どもはいつかこち

らに帰ってくる気も少しあるみたいですが、幼稚園が無くなるとな

ったらというような話もしていました。 

私は幼児教育に関係させていただいていて、先ほどからおっしゃ

られる人数が多いことが大事という意見もありましたが、私は経験

上、少人数であったとしても、その保育現場、教育現場である教員、

若しくは保育士、それから地域の方々、親との関係によって変わっ

てくるのではないかと思っています。一定人数があれば子どもたち

が育つのではなく、現場でものすごく工夫されていると思うので、

そこは大事にされてもいいと思いました。 

認定こども園を高平でという話があり、とても賛成だなと思って

聞きました。この豊かな自然の中で、また温かい地域、人の中で子

どもが安心して育つ場所というのはやはり地域だと思います。私は

長い間やってきた中で、地域の中で子どもは育まれるものだと。そ

こに育って、そこで学校に上がってという縦の繋がりがある中で、

子どもが豊かに育つと思っています。 

また、高齢者の方とも関わらせていただいていますが、寂しくさ

㉔高平の良さを皆さんと同じように語っていただきました。こういったところで

住むことが子育ての環境としても非常に良いということはおっしゃるとおりだと

思いますので、そのことを決して否定するものではございません。幼稚園の関係

でいうならば、ここに幼稚園が今あってそれがそのまま残ることが望ましいとい

うことだと思います。 

私どもがご説明していますのは、このままでは少人数になってしまって良くな

いということで、再編・統合という形で、ここにお住まいであるけれども、ここ

から通園していただいて、認定こども園をご利用いただくという形にしてはどう

かというご提案をしています。 

どちらがという話になると、どちらかをすればそのあたりについて影響が出て

くるというのは間違いのない話ですので、ご意見も踏まえながら判断をしていく

必要がありますし、どのような形になるにしてもおっしゃられた意見をしっかり

と受け止めて進んでいかなければならないと思っていますので、ご理解をよろし

くお願いします。 
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れている地域の高齢者も含めて、子どもと関わる場ができるのがこ

の高平ではないかと思っています。 

未来を見据えたこの高平若しくは三田の行政を考えてもらえた

り、ここから未来に向けて、やっぱりここに来てみたいとか、三田

に住みたいと思える、こういうところで子どもを育てたいという方

はいると思います。 

Ｂ ㉕子どもの数が少ないので、統合しましょうという話ですが、人が

増えれば、しなくていいわけですよね。その人を増やすために一番

ネックになっているのが、私は農地法と都市計画法の縛りだと思い

ます。この問題については、度々農会の方などから陳情にあがって

いると思いますが、全く検討されていないとしか思えない状況です。 

この問題は、子ども・未来部だけで進めている話ですか。それと

も他の部署と連携をしながら、人口減を食い止めて、より人が多く

住めて、多くの人がここで教育を受けることができて、子どもが育

って、まちづくりをしようとしている体制にあるのですか。この計

画を進めている体制について教えてください。 

㉕先ほどの農地法や都市計画の話について、幼稚園の問題だけでなく、いろんな

ところでご意見がありまして、市でもそのことについては受け止めているところ

です。そして、人口が少ないという一因であるというご意見でございます。人口

が少なくなっているのは、社会的な部分もございますが、そういった部分もある

というご指摘は事実でございます。 

この計画は、幼稚園の現状において課題があり、それを緊急に解決するために

ご提案しています。そもそも人口が少ないのはなぜなのかというご意見もござい

ます。それはこの計画の中ではなく、市全体の中で検討してまいりたいと思って

います。 

㉖それであればその土地の管理をどのようにするかということを何

か検討されて、その結果を見て、それでもやはり統合しないと駄目

だという順番にするのが普通の考え方と思います。 

まだ１回も検討もされてない中で、まず幼稚園だけ無くしましょ

うというのは一体どういうロジックなのか、少し理解できないです。 

㉖幼稚園の話につきましては、今の園児数や各園の現状を踏まえまして、早急に

対応が必要であるということで進めています。まちづくりの問題につきましては、

並行して進めないといけないと思いますけれども、結果を待ってということであ

れば、この幼稚園の現在の問題について取り組みができないというのが現実のと

ころでございます。この問題につきましては、地域の問題ということでは一緒で

すが、現在の幼稚園の課題を解決するためにご提案しているということでご理解

いただきたいと思います。 

㉗高平住民にとって、緊急の課題として、人数が少な過ぎることを

全く問題にしてないとなったら、統廃合する理由はないということ

でよろしいですか。 

㉗人数が少ないということと、適正な規模で教育環境をつくるということは関係

してきます。現在そして今後、少子化が進んでいくことが予測される中で適正な

規模を確保していくというのは、三田市全体の農村地域の市立幼稚園の課題でご

ざいます。 

高平地域につきましても現在も少しずつ地域の子どもの数が減っている部分

と、もう一つは保育ニーズの部分でございます。現状のままでは幼稚園がニーズ

に対応できていないということがございますので、そういう部分の対応をさせて

いただきたいということでございます。 

㉘先生にお伺いします。地域の住民は、これからの人口の推移を見 ㉘個人で仕事をしているわけではなく、組織でもって動いていますので、直接個
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ても、あとしばらくは十分に豊かな教育が高平で可能だとみんな思

っています。先生の専門的なお立場や長年の経験から、高平では多

様な子ども同士の関わりはもう無理で遊び込む子どもの教育はでき

ないと実感しているのですか。 

この計画に携わっている幼児教育の専門家は先生だけで、後はみ

んな市役所の方です。高平の教育現場を実際に知っていて、その効

果や悪いところから良いところまで全部知っていらっしゃるのは先

生しかいないです。先生の教え子の皆さんの保護者からは、先生が

そんな判断をされるとは思ってなかったと涙ながらに訴えられまし

た。 

先生は 10 人ぐらいの子どもになってしまったら高平では、教育は

無理で統廃合した方が絶対にいいとお考えになってこの案に賛成さ

れているのですか。 

人のお話になることをこの場では一旦差し控えさせていただきたいと思います。 

あくまでも、庁内でもいろんな意見がある中で合意形成を取って、市として一

旦案をまとめたということでご理解いただきたいと思います。 

専門性という意味では、当然教育委員会とも一緒に話をしています。市の所管

は私どもになっていますが、これは教育に関わる問題でもありますので、教育委

員会の指導主事、そういう専門性のある職員とも議論する中で進めておりますの

で、そこの部分についてはご容赦いただきたいと思います。 

Ｍ ㉙以前に幼稚園のＰＴＡ会長をさせていただいたときに、この再編

計画(※「三田市立幼稚園のあり方に関する基本方針」と思われる)

があるというお話をいただきました。そのとき、この幼稚園も他の

幼稚園の保護者の皆様も驚かれて、すぐにパブリックコメントを出

されたことを私は聞いています。 

それから時がたって、本年度中に決着をなさりたいというお話で

あったと思いますが、私が会長をさせていただいた後、子どもは卒

園して小学校に入っていますが、具体的な経過について、幼稚園や

市の方からも特に何の音沙汰もありませんでした。そして急激にこ

とが動いているように私には感じられますので、それが一つ気にな

ることです。そのことに関しての回答は結構です。 

私が申しあげたいのは、この地域はニュータウンを造成したため

に農地を住宅地に転用することができないという縛りがずっとあり

ます。ここで生まれ育った方がここで住みたいけれども、その縛り

があるという話を何回も聞いています。 

ここにはＮＰＯ法人で移住者を迎え入れるという活動を活発にさ

れている方もいらっしゃいますので、ここで子どもを育てる幼稚園

や小学校を残していくという方向に考えをシフトしていただきたい

と思っています。 

今このコロナ禍の中で、大人数の中で教育することが、本当にそ
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れが全ていいのか。自然の中で伸び伸び子どもを育てられることを

私は非常に感謝しています。回答は要りませんが、そのことをよく

考えていただきたいです。 

幼稚園だけの問題ではなく、地域の問題として、人口が足りない

のであれば、いろんな方面から改善していく策があるはずなのに、

それを三田市が行っていないことが私は問題だと思っています。 

Ｎ ㉚私の子どもは、引越しと私の仕事の都合で幼稚園４園に通いまし

た。結果的に私も子どもも高平幼稚園が一番良かったと思っていま

す。人数の多い園も経験しましたが、少人数の方が個性を発揮でき

るのではないかと思いました。 

子どもに「お母さん小学校に行ってくるよ」と言うと、「何で」と

言ったので、「高平幼稚園が無くなるかもしれないからお話を聞きに

行くんだよ」と言うと、子どもは「絶対いや。高平幼稚園を無くさ

ないで」、「絶対あかんと言ってきてよ」と言いました。 

それぞれ幼稚園はいろいろ良いところがあると思いますが、高平

幼稚園で何が一番素晴らしいかというと、地域の皆さんに支えられ

ていて、私の知らない地域の方と子どもが知り合いになっていて挨

拶をしています。地域の方と子どもが繋がっていると安全面でもい

いことだと思います。 

地域の中には幼稚園再編に賛成の方もいらっしゃると思います。

反対の中でも、「このまま幼稚園の園児数が少なくなっていくと運動

会もできないよね」、「ちょっと再編も考えないといけないよね」と

言っている方もいます。 

ただ、こんなに反対意見が出ているのに、強引に進められている

ようにしか見えなくて、今すぐでなくてもいいのかなと思っていま

す。地域の人が市と一緒に考えていけたら嬉しいと思います。 

㉚いろんなご意見があるということはおっしゃるとおりだと思います。市が時期

を決めて計画をお出ししている背景は、今待ったなしの状況という課題意識でし

ています。今でなくてもいいのではないかというご意見につきましては、一旦受

け止めさせていただきたいと思います。 

Ｏ ㉛市が盛んに言われているのは、端的に言うと、今やらなくてはも

う間に合わないということだと思います。それでこういうスケジュ

ールも含めて提案をしていると言われていますが、三田市のまちづ

くり基本条例の中には、市民の意見を計画段階から聞いて進めてい

くということがはっきりとうたわれています。今回説明会があって、

11 月にはパブリックコメントを取るとおっしゃっているが、今日の

㉛今年度という部分につきましては冒頭申しあげたとおり、喫緊の課題であると

いうことで、できるだけ早期に進めていくには、具体的にはこの時期にはという

ことで、それを逆算すると、今年度には一定結論をという形の中でご説明をさせ

ていただきました。しかしながら、それについて今後、どうなっていくかってい

うのは、今のところ決定しているものではございません。あくまで今のところの

私どもの最短で進めていく場合の想定ということでございます。 
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話の中で必要があれば説明会を持つ、持ち帰りだけではなく、また

持ってきて進めるとおっしゃっている。今日はこの場で意見を言っ

て、人の意見も聞きながら、自分も頭の中で整理をし、また自分で

考えて発言するということができますが、パブリックコメントとい

うのは一方通行です。パブリックコメントで広く皆さんの意見をし

っかり聞いていくとおっしゃっているけれども、ほとんどが聞きっ

ぱなしです。 

もう一つは、新たに今後まちづくり計画をするということで副市

長が２人になりました。そうであれば、市街化調整区域について検

討する中で、幼稚園の問題、小学校の問題を進めていくべきではな

いかと思います。急ぐべきではない。 

今幼稚園が大変だから、今やらなくてはとおっしゃるけれども果

たして本当にそうなのか。もっと長期的にそして総合的に物事を判

断していくことが必要であるのに実質的には今年度で決めますとい

うことを宣言されています。進め方自体がものすごく問題があると

いうことを指摘してそれに答えてください。 

本当に決めていこうとするのであれば、もっと多様な意見がある

はずです。今日は反対の意見が多いわけですが、賛成の方もおられ

ますので、反対の意見だけではなく、賛成の方の意見ももっと入れ

るようにしていく。もっと違った意見もあるはずだと思います。そ

ういうことをやろうとすれば、少なくとも１年２年かけて十分な意

見を聞く必要があります。子どもの意見はどうやって反映されるの

か。かつて市長は、子どもは判断能力がないとおっしゃいましたが、

とんでもない発言です。子どもだって子どもなりに一生懸命考えて

います。子どもの意見をしっかり聞いていく、保護者、そして地域

の高齢者の方にとっても大切な問題ですから、さまざまな立場の人、

さまざまな年代層の方の意見を聞くことが必要です。そのためには、

来年４月までに決めてしまうというのは、これはあまりにも強引な

やり方だと思いますので、一旦は立ち止まることを提案します。 

パブリックコメントのあり方について、一方通行ではないかというご意見いた

だきました。捉え方はさまざまでありますし、意見が反映しないことも結果とし

てあるというのは事実でございます。しかしながら、パブリックコメントは市民

の皆様からの貴重なご意見でございますので、全て市でしっかりと受け止めて、

それに対してお返しするようにしていますので、今回のパブリックコメントにつ

きましても、決して一方通行ではないということをご理解いただきたいと思いま

す。 

それから早いということについては、この課題が今まさに起こっていて、高平

幼稚園も含めて園児数が減っている。三田市全体でさらに園児数の減少が顕著で

ある園がある中で、やはり緊急の課題で早くしなければならないと私どもは申し

あげています。 

それと違うご意見もいろいろあるということは、本日お伺いしました。このま

までいいのではないかというご意見もありましたし、もう少し検討すればという

ご意見もありました。しかしながら、その後どうやっていくのかということは決

めていかなければなりませんので、ご意見を踏まえながら進めていきたいと思い

ます。 

最後に申しあげますけれども、決して強引に進めるというものではございませ

ん。しっかりと説明させていただいて、皆様にこの今の課題、なぜこのようなお

話をさせていただかなければならないのかという状況について、ご理解いただい

て進めてまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

Ｐ ㉜高平で子育てをしたいという思いがあって、結婚を機に実家に戻

って来ました。ここで子どもが生まれて、当然のように高平幼稚園

に通うつもりで人生計画をしているのですが、歩いて通える距離に

あった幼稚園がスクールバスで通わなければいけない。思い描いて

㉜貴重なご意見ありがとうございます。ご自身の体験も含めてお話しいただきま

した。今の案が前提のお話でございますけれども、志手原につきましては、工事

が必要ということで、このような計画案を描いているところでございます。この

ような形で進めるにあたりましては、当然子どもの気持ちや、ご自身で体験され
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いたこととは違うふうに進んでいます。今三田市がやろうとしてい

ることが住民の人生を大きく左右することだという認識を持って、

ただ上の方から下りてきた案件を業務的にこなすのではなく、しっ

かり住民の人生を考えて進めていただきたいと思っています。 

この計画案を見ると志手原幼稚園が一時閉園になる時期がありま

す。令和４年度に志手原幼稚園に通う４歳児は、一旦令和５年度に

は小野幼稚園に行かなければいけない状況になる。令和５年度に４

歳児だった子どもは、令和６年度に新しい園舎の志手原に行くこと

になり、大きく状況が変わります。私自身も年少、年中にあたる年

代のときに大舟保育園に通っていましたが、統廃合の結果、第１期

生として年長で高平幼稚園に入園しました。自分自身もかなり大き

なショックがあったことを記憶しています。まさに私の子どもは令

和５年度に４歳児になると高平幼稚園に通って、令和６年度に５歳

児になると志手原幼稚園に通うことになり、私と同じように三田市

の方向転換によって大きく生活スタイルが変わるということになり

ます。 

もし仮にこれが決まっているのであれば、それは仕方がないこと

ではありますが、そういう住民の生活が大きく変わることになると

いうのはしっかり認識を持って取り組んでいただきたいと思いま

す。 

たところにつきまして、どのような手立てができるかをしっかりとわきまえて進

めてまいりたいと思います。 

Ｑ ㉝先ほどの統廃合による体験の話から、幼いときに衝撃を受けた印

象がまだ残っている、そういう感情がまだあるというのを聞いて、

やはり子どもはいろんなところに行くことについて考えたり感じた

りしていると思いますが、先のご意見があったように子どもに判断

能力がないと市長が言われたのですか。本当に言われたのであれば、

そういう方がトップとして、三田市を仕切ってこういう問題を考え

ておられることはどうかと思います。多分、前にいらっしゃる方は

賛成であれ反対であれ、一生懸命意見を聞いて、意見を持って帰っ

て検討しようという様子はわかりますが、そういうトップの方がい

らっしゃるのは、話がこれからきちんと進んでいくのかと不安を感

じました。 

㉝市長がどの場面でどういう話をしておられたのか、記録も今持ち合わせていま

せんが、少なくともその話には前後の流れがあり、とり方が全く異なってくる場

合もありますし、そもそもそういう言い方をされたかどうかというのもあります。

今ここでご発言がありましたが、確認する必要はありますし、少し切り取った部

分だけでご判断されるというのは問題もあると思いますので、その点はご理解い

ただかないといけないと思っています。 

今の部分については、おそらく教育委員会の話の流れの中でご発言されて、当

然公の場であれば、議事録等も出ていますので、その中で確認できると思います。

切り取った部分だけでご判断されるということはご容赦いただきたいと思いま

す。言葉そのものも、間を介してニュアンスが変わってくることも中にはありま

すので、そこは慎重にご判断いただく必要があると思いますので、今ここでその

部分についての議論は差し控えさせていただきたいと思います。 
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※（後日、令和２年１月 15 日に開催の「市民と市長との「ほっとトーク」～高平

地区～」会議録の市長発言を確認） 

 中学校再編に関する質問の中で、「一番には子どもを第一に、教育とは何のため

にやるのかというと当然子どものためだが、残念ながら子どもにはどういう教育

を受けたらどうなるかという判断能力がないので大人がしっかり判断していかな

いといけない。」という発言であり、まず子どもたちの教育環境を大人がしっかり

判断していかないといけないという発言の趣旨であった。 

Ｒ ㉞最後にお願いしたいのは、この再編案を立てた気持ちで一新して

考え直して、高平地区に認定こども園をつくる再編案を私たちに見

せてもらいたいです。これだけ反対があるので、撤回していただい

た上で、高平の地に認定こども園を、市街地の方を呼び込む案を１

回立てていただきたいです。 

それもいろんな地区に向けていろんな再編案を立てていただい

て、同じ話でずっと引っ張るよりもいろんな再編案を発表してくだ

さい。 

㉞今日いろいろと意見をいただきまして持ち帰りますと申しあげました。持ち帰

るからには検討させていただきます。 

そういった中で，今おっしゃったようなことも一つのご意見でございますので

検討させていただきたいと思います。 

Ｃ ㉟今日は高平の魅力ばかりを皆さんに伝えたので、細部について話

ができなかったのですが、例えば２号認定の人は５人、令和６年度

だけは考えるということです。それ以降は、高平の人たちが保育園

に入れる保証はどこにもないということです。細部についても意見

はたくさんあると思います。冒頭申しあげた２時間で絶対に終わら

ないと思ったので、必ずもう１回してほしいということは強く思い

ます。 

スライド８は高平幼稚園の写真です。高平幼稚園に「かまどマン」

というのが来て、高平のお米を高平の子どもたちが高平の燃剤を使

って自給自足でご飯を炊いた絵ですが、そのときは 60 人弱で６升の

米が全部なくなりました。つまり子どもが一人一合食べたというケ

ースもあります。 

何が言いたいかというと、今日ここにおられる方々に高平を１回

見に来てほしいです。先々週ぐらいに幼稚園の運動会がありました

が、誰か来ようかなと思った方はおられますか。ちょっと覗きに行

ってみようかと思われた方が誰かいるのかなと思って。高平幼稚園

のことを考えてくださるのは本当に有り難いですが、それであれば

㉟時間も来ていますので、ご挨拶を兼ねて最後にお話させていただきます。 

議事録については本当に膨大で、全ての地域の議事録をこれから作成していか

ないといけないので、今お約束ができないですが、急ぎたいと思います。 

必ず次にまた場を設けたいと思います。これも私の責任でお約束をさせていた

だきます。 

私も幼稚園には機会があるごとに 10 園に行っていますし、市長も機会があれば

一緒に行ったりもしています。時期がいつかわかりませんが、私もまた近々、子

どもたちがいる間には行きたいと思います。 

もう一度誤解のないようにですが、市長の発言がこうであったというような決

めつけでの発言については、慎重に取り扱っていただきたいと思います。市長は

子どもたちにとって一番良い方法は何かということでこの間も議論しています

し、今も議論していますので、ご理解いただきたいと思います。 

強引に進めるというような指示も一切出ておりません。丁寧に何度でも地域の

方とお話をするようにというような指示も受けています。今日高平地域の方のさ

まざまな想い、ただ先ほど賛成の方もいらっしゃるということもありましたので、

私どもとしては広く民意、市民の合意形成ということが必要になってきます。何

よりも私どもが所管しているのは子どもとその家庭の支援をメインに動いており
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1 回、高平幼稚園の様子を見に来ていただきたい。 

もし皆さんが来られたときは、「かまどマン」が来て、高平の米を

炊いて皆さんにご馳走すると思います。同じ釜の飯を食べながらや

ることが私は最初の一歩かなと思います。ギスギスした中で話をす

るのも大人だからいいのですが、触れ合って、あとは私たちが言っ

たことが本当であるとわかっていただいたうえで、次に進むとまた

違うのかなと思います。 

議事録がいつできるかというのが質問です。 

リクエストとしては１回ぜひ来てご飯食べませんか。コロナ禍で

すが、その辺のことを守りながら食べませんかというのが提案です。 

ますので、そこに資する計画づくりを進めていきたいと思っていますので、今後

ともご協力をお願いしたいと思います。 

 


